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め
に

 
こ
と
ば
は
常
に
何
等
か
の
待
遇
意
識
を
も
っ
て
、
人
と
人
と
の
問
に
交
さ
れ

て
い
る
。
会
話
の
世
界
に
お
け
る
、
さ
ま
ざ
ま
の
待
遇
意
識
と
そ
の
表
現
は
、

ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
体
系
づ
け
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。
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会
話
の
相
手
お
よ
び
話
題
の
主
を
含
め
て
他
者
と
称
す
る
。

 
右
表
の
 
 
 
 
 
こ
の
間
に
何
段
階
か
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
現
実
の
会
話
の
場
で
は
、
こ
れ
ら
の
多
様
な
待
遇
意
識
は
右
表
に
示
す
よ

う
に
、
〃
て
い
ね
い
〃
と
〃
反
て
い
ね
い
”
の
方
向
に
総
合
さ
れ
る
。
こ
こ
に

言
う
〃
て
い
ね
い
”
は
、
い
わ
ゆ
る
尊
敬
・
謙
遜
・
丁
寧
の
三
者
を
統
括
し
た

〃
て
い
ね
い
〃
で
あ
り
、
土
地
人
が
、
「
も
の
い
い
が
て
い
ね
い
な
」
と
評
す

る
時
の
〃
て
い
ね
い
”
で
あ
る
。
〃
反
て
い
ね
い
〃
は
、
「
も
の
い
い
が
あ
ら

ま
し
な
」
と
批
評
さ
れ
る
。
人
々
は
こ
の
よ
う
な
待
遇
意
識
を
託
す
の
に
、
ど

の
よ
う
な
表
現
法
を
と
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
小
稿
で
は
、
山
口
県
萩
市
方

言
の
待
遇
表
現
法
（
以
下
待
遇
法
と
称
す
る
）
を
見
て
い
き
た
い
。
萩
市
は
日

本
海
に
面
し
た
、
山
口
県
西
北
部
の
都
市
で
あ
る
。
人
口
約
五
万
三
千
人
（
昭

和
四
〇
年
一
〇
月
）
、
城
下
町
霊
亀
を
中
心
に
、
日
本
海
沿
い
に
南
北
に
拡
が

っ
て
い
る
。
こ
の
地
の
方
言
は
、
長
門
地
方
方
言
を
代
表
す
る
も
の
と
見
る
こ

と
が
出
来
よ
う
。
萩
市
方
言
の
待
遇
法
を
見
る
に
あ
た
っ
て
、

 
1
、
辞
の
働
き
の
注
目
さ
れ
る
待
遇
法

 
2
、
詞
に
よ
る
待
遇
法

 
3
、
待
遇
表
現
上
の
特
殊
文

の
三
項
目
を
た
て
た
。
1
で
は
助
動
詞
・
助
詞
・
接
辞
に
よ
る
待
遇
法
を
見

る
。
2
に
お
い
て
は
動
詞
・
名
詞
に
尊
・
卑
を
言
い
分
け
る
も
の
を
考
察
の
対

象
と
し
た
。
最
後
に
文
の
待
遇
と
も
言
う
べ
き
表
現
法
を
取
上
げ
る
。

 
 
注
1
 
方
言
文
の
右
側
傍
線
は
高
音
部
を
示
す
。

 
 
注
2
 
方
言
の
音
声
は
片
仮
名
で
示
し
た
。
ア
ェ
・
サ
ェ
は
、
ほ
ぼ
戸
田
〕

 
 
 
 
 
・
〔
。
。
8
〕
に
相
当
す
る
一
音
節
を
示
す
仮
名
で
あ
る
。
サ
ェ
エ

 
 
 
 
 
ル
は
〔
o
o
田
c
o
目
鐸
〕
に
相
当
す
る
。

 
 
注
3
 
方
言
文
例
の
下
の
（
老
女
↓
老
男
）
は
、
老
人
女
子
か
ら
老
人
男

 
 
 
 
 
子
へ
語
り
か
け
た
文
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 
（
老
男
↓
）
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は
筆
者
へ
の
語
り
か
け
で
あ
る
。

 
 
注
4
 
以
下
に
あ
げ
惹
資
料
は
、
昭
和
四
十
四
年
六
月
～
十
月
の
問
に
得

 
 
 
 
 
た
も
の
で
あ
る
。

1
 
辞
の
働
き
の
注
目
さ
れ
る
待
遇
法

 
1
・
1
・
0
 
助
動
詞
・
助
詞
の
働
く
尊
敬
表
現

 
こ
こ
に
言
う
尊
敬
は
、
尊
敬
・
敬
遠
一
遠
慮
一
・
親
愛
等
々
を
包
含
す
る
幅

 
広
い
も
の
で
あ
っ
て
、
辞
の
働
く
敬
意
表
現
法
は
栄
え
て
い
る
。

 
1
・
1
・
・
一
 
ナ
サ
レ
マ
ス
類
・
オ
～
ナ
サ
レ
マ
ス
類

 
ナ
サ
ル
と
マ
ス
の
複
合
辞
で
あ
る
。
接
頭
辞
を
伴
う
動
詞
に
続
く
こ
と
も
多

く
、
敬
意
は
高
い
が
、
ナ
サ
レ
マ
ス
↓
ナ
サ
イ
マ
ス
↓
ナ
サ
ジ
ス
（
ナ
ハ
ン
ス
）

↓
ン
列
ン
ス
，
↓
列
ン
ス
と
形
が
簡
素
に
な
る
に
つ
れ
て
敬
意
も
軽
く
な
る
。

 
。
ヨ
ー
 
オ
イ
デ
ナ
サ
レ
マ
シ
タ
。
 
よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
（
老

 
 
女
↓
）

 
・
ゴ
メ
ン
ナ
サ
ン
セ
。
 
 
失
礼
致
し
ま
す
。
 
（
老
子
↓
工
女
）

 
。
キ
オ
ツ
ケ
テ
 
オ
イ
キ
ン
サ
ン
セ
。
 
 
気
を
つ
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

 
 
（
老
女
↓
）
〈
見
送
り
〉

 
。
ワ
タ
シ
ャ
ー
 
ヤ
メ
ル
 
オ
リ
 
ア
ン
タ
モ
 
ヤ
メ
サ
ン
セ
σ
 
 
私
が

 
 
役
員
を
や
め
る
時
、
あ
な
た
も
や
め
な
さ
い
よ
。
 
（
老
女
↓
老
女
）

中
・
老
年
者
-
特
に
女
性
1
が
よ
く
用
い
て
お
り
、
サ
ン
ス
が
も
っ
と
も
盛
ん

で
あ
る
。
青
・
少
年
者
は
こ
の
類
の
辞
を
ほ
と
ん
ど
用
い
な
い
が
、
漁
業
区

越
が
浜
の
青
年
男
子
か
ら
は
サ
ン
ズ
を
聞
い
た
。
サ
ン
ス
の
命
令
形
サ
ン
セ

は
、
 
「
見
る
」
 
「
来
る
」
 
「
す
る
」
な
ど
の
、
語
幹
が
一
音
節
の
動
詞
に
続
く

時
は
、
ミ
ー
サ
ン
セ
、
キ
ー
サ
ン
セ
の
よ
う
に
動
詞
部
分
を
長
呼
し
て
続
く
。

 
1
・
1
・
2
 
ナ
サ
ル
類

 
こ
の
類
に
は
、
ン
サ
レ
ル
・
ン
サ
ェ
エ
ル
↓
サ
レ
ル
・
サ
ェ
エ
ル
・
サ
ル
が

あ
る
が
、
ン
サ
レ
ル
・
ン
サ
ェ
エ
ル
の
頻
度
は
砥
い
。

 
・
タ
ナ
カ
セ
ン
セ
ー
ガ
，
シ
ラ
ベ
テ
 
ミ
ン
サ
レ
タ
。
 
 
田
中
先
生
が
調

 
 
べ
て
み
ら
れ
た
。
 
（
老
男
↓
）

 
。
イ
ー
サ
レ
ン
 
ソ
。
 
 
お
父
さ
ん
は
そ
う
は
言
わ
れ
な
い
の
よ
。
（
中

 
、
女
↓
夫
）

 
・
ア
ェ
エ
ー
ガ
 
キ
サ
ェ
エ
タ
 
ト
キ
ニ
ャ
ー
 
マ
ダ
 
ネ
チ
ョ
ッ
タ
。

 
 
 
君
が
来
ら
れ
た
時
は
ま
だ
寝
て
た
よ
。
 
（
青
男
↓
青
男
）

 
。
ド
コ
 
イ
キ
サ
ェ
エ
ル
 
ノ
。
 
 
ど
こ
へ
行
か
れ
る
の
。
 
（
申
女
↓
中

 
 
女
）

 
。
イ
マ
カ
ラ
 
ヤ
リ
サ
ル
 
カ
。
 
 
今
か
ら
な
さ
る
の
か
。
 
（
中
男
↓
中

 
 
男
）

 
。
オ
イ
サ
レ
ー
 
ノ
。
 
 
負
ん
ぶ
な
さ
い
よ
。
（
老
女
↓
嫁
）

 
・
ホ
ー
ラ
 
ミ
ー
サ
ェ
エ
 
ホ
ロ
ケ
タ
ロ
i
．
ガ
。
 
 
ほ
う
ら
ご
ら
ん
、

 
 
落
ち
た
じ
ゃ
な
い
の
。
 
（
「
母
↓
子
供
）

 
。
フ
ロ
ノ
ミ
ズ
 
ミ
ー
シ
ャ
イ
 
ヤ
。
 
 
風
呂
の
水
を
見
な
さ
い
よ
。
 
（

 
 
老
女
↓
孫
）

ン
サ
レ
ル
・
ン
サ
ェ
エ
ル
の
敬
意
は
や
や
高
い
が
、
そ
の
他
は
同
年
ま
た
は
年
．

下
の
者
に
対
す
る
敬
辞
で
あ
っ
て
敬
意
も
軽
い
。
こ
れ
ら
の
辞
を
添
え
て
表
現

を
和
ぢ
げ
る
と
言
っ
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
か
。
命
令
形
が
一
音
節
連
用
形
の

動
詞
に
続
く
時
は
、
サ
ン
セ
と
同
じ
く
動
詞
部
分
を
長
呼
す
る
。

 
ナ
サ
イ
マ
ス
類
・
ナ
サ
ル
類
に
お
い
て
、
青
毛
耳
だ
つ
の
は
命
令
形
で
あ

る
。
相
手
に
命
令
し
依
頼
す
る
時
、
人
は
自
然
に
待
遇
品
位
を
ひ
と
き
わ
高
め

て
遇
す
る
の
で
あ
る
。
次
に
あ
げ
る
レ
ル
・
ラ
レ
ル
に
命
令
形
が
な
い
こ
と
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も
、
こ
の
類
の
命
令
形
を
活
躍
さ
せ
る
唄
因
で
あ
ろ
う
。

'
若
い
女
性
の
言
う
イ
キ
ン
ナ
（
行
っ
ち
ゃ
駄
目
）
シ
ン
ナ
（
し
ち
や
あ
い
け

な
い
）
の
「
ン
」
は
、
ナ
サ
ル
の
最
も
簡
素
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
連

用
形
に
続
く
こ
の
「
ン
」
は
、
単
純
な
添
加
音
で
は
あ
る
ま
い
。

 
1
・
1
・
3
 
レ
ル
・
エ
ル
・
ラ
レ
ル
・
ラ
エ
ル

 
全
年
層
に
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
。
待
遇
価
は
ナ
サ
ル
類
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

が
、
会
話
の
相
手
や
話
題
の
主
に
い
く
ら
か
距
離
感
-
遠
慮
一
が
あ
る
．
時
、
こ

の
類
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
〃
あ
ら
た
ま
っ
た
も
の
い
い
〃
を
形
成
す
る
辞
で

あ
る
。
ナ
サ
ル
類
よ
り
は
新
し
い
敬
辞
で
は
あ
る
ま
い
か
。

 
 
・
ナ
ニ
ー
 
シ
ッ
チ
ョ
ラ
リ
ョ
ー
 
ジ
ャ
ー
。
 
 
あ
の
方
が
御
存
知
だ
ろ

 
 
 
う
よ
。
 
（
青
男
↓
青
男
）

 
 
。
タ
ビ
タ
ビ
 
ク
ラ
エ
タ
ラ
 
ヨ
ー
 
ワ
カ
リ
マ
ス
 
ヨ
。
 
 
度
々
来
ら

 
 
 
れ
た
ち
よ
く
わ
か
り
ま
す
よ
。
 
（
老
男
↓
）

 
 
・
タ
、
シ
ョ
ー
 
ノ
コ
ッ
ト
ラ
エ
ル
 
ノ
ン
タ
。
 
 
昔
の
友
人
も
多
少
残
っ

 
 
 
て
お
ら
れ
ま
す
よ
。
 
（
老
手
↓
）

 
-
・
1
・
4
 
ヤ
ル

 
ヤ
ル
は
既
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
あ
る
」
で
あ
ろ
う
。
萩
市
方
言
の
敬

辞
の
中
で
は
、
待
遇
品
位
は
最
も
低
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

 
 
・
ヨ
ー
デ
 
キ
カ
シ
ャ
ー
リ
ヨ
ッ
タ
 
ソ
エ
ノ
。
 
 
お
じ
い
さ
ん
が
よ
く

 
 
読
ん
で
聞
か
せ
て
お
ら
れ
た
ん
で
す
よ
。
 
（
老
男
↓
老
男
）

こ
の
よ
う
に
、
自
身
の
祖
父
母
・
両
親
・
夫
の
こ
と
を
語
る
時
に
よ
く
用
い
、

・
他
人
に
用
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
目
下
の
者
の
こ
と
を
言
う
場
合
で
あ
る
。
 
・

 
 
。
マ
メ
ニ
ナ
リ
ャ
ッ
タ
ゲ
ナ
。
 
 
あ
っ
ち
の
嫁
は
安
産
だ
っ
た
そ
う
だ
。

 
 
 
（
老
男
↓
老
男
）
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対
者
敬
語
と
し
て
は
妻
子
や
孫
に
用
い
る
程
度
で
あ
る
。

 
。
コ
ッ
チ
ー
．
キ
ヤ
ー
レ
 
ノ
。
 
 
こ
っ
ち
に
お
い
で
。
 
（
耳
印
↓
妻
）

使
い
古
さ
れ
て
品
位
も
下
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
農
漁
村
の
老
人
男
子
以
外
は

ほ
と
ん
ど
用
い
な
い
。

 
1
・
1
・
5
オ
～
マ
ス
・
ゴ
～
マ
ス

 
土
地
人
が
「
タ
ベ
サ
ン
セ
は
心
易
い
人
に
言
い
、
オ
ア
ガ
リ
マ
セ
は
外
来
者

に
対
し
て
言
う
。
」
と
説
明
す
る
よ
う
に
、
品
位
は
ナ
サ
イ
マ
ス
に
続
い
て
高

い
。 

。
キ
ョ
H
劇
シ
ノ
．
ケ
ン
キ
ュ
ー
ナ
サ
ル
 
矧
ン
カ
ノ
 
剖
セ
ー
ガ
 
オ

 
 
イ
デ
マ
ス
。
 
 
郷
土
史
の
研
究
を
な
さ
る
眼
科
の
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ

 
 
い
ま
す
。
 
（
老
男
↓
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

 
。
モ
ー
 
オ
カ
エ
リ
マ
シ
タ
 
デ
。
 
 
あ
の
方
は
も
う
お
帰
り
に
な
り
ま

 
 
し
た
よ
。
 
（
老
女
↓
）

話
題
の
主
が
敬
す
べ
き
人
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
（
外
来
者
に
て

い
ね
い
に
言
お
う
と
し
て
、
話
題
の
主
を
も
最
高
に
遇
す
る
傾
向
が
見
ら
れ

る
。
ゴ
～
マ
ス
は
ゴ
ロ
ー
ジ
マ
セ
（
御
覧
な
さ
い
ま
せ
）
が
聞
か
れ
た
だ
け
で

あ
る
。
敬
語
動
詞
に
続
く
時
は
、
ア
ガ
リ
マ
セ
（
召
上
れ
）
の
よ
う
に
オ
が
除

か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

 
1
・
1
．
6
．
「
テ
」
尊
敬
法
と
「
チ
ャ
ッ
タ
」
こ
と
ば

 
日
常
敬
語
と
し
て
全
年
層
に
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
。

 
。
ア
ネ
ー
ン
 
コ
ト
 
ユ
ー
テ
デ
 
ア
リ
マ
シ
タ
。
 
 
あ
ん
な
こ
と
を
言

 
 
わ
れ
ま
し
た
。
 
（
老
女
↓
）

 
・
カ
ミ
サ
マ
ガ
 
オ
ッ
テ
ジ
ャ
。
 
 
船
に
は
神
様
が
お
ら
れ
る
。
 
（
老
男

 
 
↓
申
男
）
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。
ワ
ロ
ー
テ
ヤ
ロ
ー
。
 
 
笑
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
 
（
中
主
↓
中
女
）

こ
れ
ら
は
テ
に
指
定
辞
が
続
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
指
定
辞
を
伴
わ
な
い
表
現

も
あ
る
。

 
。
ア
リ
ャ
ー
ネ
チ
ョ
ッ
．
テ
。
 
 
お
じ
い
さ
ん
は
病
気
で
寝
て
お
ら
れ

 
 
る
。
 
（
少
女
↓
）
〈
お
じ
い
さ
ん
は
元
気
か
と
尋
ね
た
の
に
対
し
て
V

次
は
文
末
詞
に
統
括
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

 
。
剥
ゴ
 
到
テ
 
カ
刀
ン
タ
つ
 
 
今
度
は
永
く
い
ら
っ
し
心
る
の
。

 
 
（
妻
↓
下
船
申
の
夫
）

テ
に
注
目
す
る
時
、
こ
れ
ら
は
〃
助
詞
の
働
き
の
注
目
さ
れ
る
尊
敬
表
現
法
”

と
言
え
よ
う
か
。
待
遇
品
位
は
サ
ェ
エ
ル
よ
り
は
や
や
高
い
と
い
う
。
命
令
形

は
な
い
。
テ
と
指
定
辞
ジ
ャ
ッ
タ
・
ヤ
ッ
タ
が
熟
合
し
た
チ
ャ
ッ
タ
も
盛
ん
で

あ
る
。
現
実
態
に
注
目
す
れ
ば
、
 
「
チ
ャ
ッ
タ
」
こ
と
ば
と
で
も
言
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。

 
。
イ
ツ
チ
ャ
ー
．
ナ
ェ
ー
 
カ
。
 
 
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
？
（
老
女
↓
老

 
 
女
）
、

 
。
ヨ
ー
 
ネ
バ
ッ
チ
ャ
ッ
タ
。
 
 
あ
の
方
は
よ
く
ね
ば
ら
れ
た
。
 
（
老
女

 
 
↓
蒸
室
）
〈
家
を
手
離
さ
な
か
っ
た
話
V

熟
合
し
な
い
も
の
に
比
し
て
品
位
は
や
や
低
い
。
テ
敬
語
が
連
体
修
飾
部
に
立

つ
時
は
、
助
詞
ノ
を
伴
う
。
．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
0

Q
カ
ミ
サ
マ
 
ヨ
ー
 
シ
ラ
セ
テ
ノ
 
モ
ン
ジ
ャ

「
は
危
険
を
よ
く
知
ら
せ
て
下
さ
る
も
の
だ
な
あ
。

・
キ
ニ
シ
テ
ノ
 
コ
タ
ー
 
ア
ル
マ
ー
 
デ
。

 
大
丈
夫
で
し
ょ
う
よ
。
 
（
老
女
↓
老
女
）

1
・
1
・
7
 
 
「
二
」
敬
語
．

ノ
ー
 
 
 
船
の
神
様

（
老
冠
↓
密
男
）

気
に
な
さ
ち
な
く
と
も

 
。
フ
ク
ナ
ガ
ニ
モ
 
ユ
ー
テ
ジ
ャ
ロ
ー
。
 
 
福
永
さ
ん
も
言
わ
れ
る
だ
ろ

 
 
う
。
 
（
庶
男
↓
中
男
）

 
。
ア
ン
タ
ニ
ャ
 
オ
イ
デ
マ
ス
 
カ
ー
。
 
 
御
在
宅
で
す
か
。
〈
中
・
老

 
 
年
者
の
訪
問
辞
〉

主
語
の
部
分
に
助
詞
二
を
添
え
て
軽
い
敬
意
を
示
し
て
い
る
。
時
に
ば
自
分
側

を
二
で
遇
す
る
こ
と
も
あ
る
。
相
手
に
む
か
っ
て
、
．
て
い
ね
い
に
言
お
う
と
し

て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

 
。
ウ
刻
ニ
モ
 
イ
荊
マ
シ
タ
。
家
の
息
子
も
野
球
の
応
援
に
行
き
ま
し
た
。

 
 
（
老
男
↓
）

体
言
に
二
を
続
け
、
動
詞
に
テ
を
続
け
て
言
う
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
い
く
ら
か

間
接
的
な
表
現
で
あ
る
。
直
接
表
現
よ
り
は
間
接
表
現
に
〃
て
い
ね
い
”
意
識

が
託
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
ρ

 
1
・
2
 
助
動
詞
の
働
く
丁
寧
表
現

 
こ
こ
に
言
う
〃
丁
寧
”
は
、
尊
敬
・
謙
譲
と
並
ぶ
丁
寧
で
あ
る
。
丁
寧
辞
に

は
、
ゴ
ザ
ル
に
マ
ス
の
続
い
た
、
ゴ
ザ
リ
マ
ス
↓
ゴ
ザ
イ
マ
ス
・
ゴ
ザ
ェ
エ
マ

・
ス
↓
ゴ
ザ
ン
ス
・
ゴ
ワ
ン
ス
と
、
ア
リ
マ
ス
↓
ア
ン
ス
↓
ヤ
ン
ス
↓
ヤ
ス
、
お

よ
び
マ
ス
が
あ
る
。

 
。
判
ー
ワ
 
ゴ
訓
ー
サ
ン
デ
ゴ
ザ
ユ
エ
マ
シ
タ
 
囚
。
．
 
（
老
女
↓

 
 
僧
）
〈
月
参
り
の
僧
へ
の
謝
辞
〉

 
。
ヨ
ー
ガ
 
ナ
イ
ノ
デ
ゴ
ザ
ン
ス
 
ノ
。
 
、
老
人
な
の
で
用
事
が
な
い
ん

 
 
で
す
よ
。
 
（
老
女
↓
）

．
。
ア
リ
ガ
ト
ゴ
ワ
ン
ス
。
 
（
老
冠
↓
）

 
。
イ
マ
ワ
 
タ
ビ
カ
ラ
 
オ
ユ
ー
ア
リ
マ
ス
。
 
 
当
節
は
他
地
か
ら
嫁
に
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来
る
人
が
多
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
（
老
男
↓
）
．

 
。
ソ
ー
デ
ア
ン
シ
ョ
ー
。
 
 
そ
う
で
し
ょ
う
。
 
（
中
女
↓
中
女
）

 
。
オ
ー
ツ
グ
ン
デ
ヤ
ン
ス
 
ノ
ー
 
ア
リ
ャ
ー
。
 
 
大
津
郡
で
す
ね
。
そ

 
 
の
こ
と
ば
は
。
（
挙
句
↓
）

 
。
ミ
ナ
 
カ
ワ
ッ
テ
ヤ
シ
タ
。
 
 
み
ん
な
変
ら
れ
ま
し
た
。
 
（
老
男
↓
）

ゴ
ザ
リ
マ
ス
ル
は
聞
け
な
か
っ
た
が
、
故
人
で
必
ら
ず
ゴ
ザ
リ
マ
ス
ル
と
い
う

人
が
い
た
と
越
が
浜
の
一
老
人
が
語
っ
た
。
．
古
い
頃
に
は
用
い
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
個
癖
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

 
中
・
老
年
者
に
デ
ス
が
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
な
い
点
に
、
こ
の
地
の
方
言
の
一

特
質
が
感
じ
ら
れ
る
。
若
い
人
々
は
デ
ア
リ
マ
ス
を
用
い
ず
、
デ
ス
を
用
い
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
く
。

 
1
・
3
・
0
 
接
辞
に
よ
る
待
遇
表
現

 
接
頭
辞
・
接
尾
辞
に
よ
る
待
遇
品
位
は
尊
・
卑
と
も
に
よ
く
発
達
し
て
い

る
p

 
1
・
3
・
1
尊
敬
の
接
辞

 
。
オ
ウ
ト
シ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
。
 
「
う
っ
と
お
し
い
お
天
気
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 
・
ゴ
ネ
ン
ノ
 
イ
リ
マ
シ
テ
。
 
 
御
丁
寧
に
あ
り
が
と
う
存
じ
ま
す
。

 
 
〈
返
礼
の
品
な
ど
を
も
ら
っ
た
時
の
挨
拶
〉

こ
の
よ
う
に
、
和
語
に
は
オ
、
漢
語
に
は
ゴ
を
添
え
て
品
位
を
高
め
る
こ
と

は
、
挨
拶
こ
と
ば
に
お
い
て
特
に
盛
ん
で
あ
る
。
一
方
、
待
遇
の
接
尾
辞
は
次

の
よ
う
に
細
か
に
言
い
分
け
ら
れ
る
。

 
。
サ
マ
 
．
他
家
の
年
長
者
を
ニ
ー
サ
マ
、
ネ
ー
サ
マ
と
呼
ぶ
。

 
。
マ
ー
e
マ
 
 
同
年
ま
た
は
同
年
以
下
の
者
を
ヤ
ス
マ
ー
、
ア
キ
マ
な

山
口
県
萩
市
方
言
の
待
遇
表
現
法

 
 
ど
と
呼
ぶ
。

 
。
サ
ー
・
サ
 
 
マ
ー
・
マ
よ
り
低
い
。
姑
が
嫁
を
呼
ぶ
時
な
ど
に
よ
く
用

 
 
い
る
。

 
。
ヤ
ー
 
 
最
も
低
い
。
我
が
子
を
カ
：
ヤ
ー
の
よ
う
に
呼
ぶ
。

 
。
サ
ン
・
チ
ャ
ン
 
 
新
し
い
接
辞
で
あ
る
。
今
日
で
は
マ
i
・
サ
i
・
ヤ

 
 
一
の
区
別
な
く
、
大
人
に
は
サ
ン
、
子
供
に
は
チ
ャ
ン
を
用
い
る
こ
と
が

 
 
多
い
。

 
。
ジ
ョ
ー
 
 
オ
バ
．
ジ
ョ
ー
、
ア
ネ
ジ
ョ
ー
の
よ
う
に
女
性
を
指
し
て
言
う

 
 
こ
と
が
多
い
が
、
コ
ナ
ジ
ョ
ー
（
こ
の
人
）
は
男
女
と
も
に
指
し
て
言
う
。

 
。
シ
ュ
ー
 
タ
ロ
シ
ュ
ー
ヨ
ー
と
、
男
性
が
友
人
を
呼
ぶ
接
辞
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
年
層
を
示
す
接
尾
辞
を
名
前
に
つ
け
て
、
モ
ト
オ
ジ
、
ヤ
ス
ー
オ

バ
、
ジ
ロ
ニ
ー
、
ハ
ル
ネ
ー
の
よ
う
に
呼
ぶ
こ
と
も
、
農
漁
村
の
老
人
男
子
に

は
今
も
聞
か
れ
る
。

 
1
・
3
・
2
卑
罵
の
接
辞

 
尊
敬
の
接
辞
が
年
令
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
は
人

の
性
行
を
評
す
る
語
の
構
成
要
素
と
し
て
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
。

 
。
ド
～
 
 
 
ド
ヒ
ョ
ー
シ
モ
ン

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
思
い
き
っ
た
こ
と
を
す
る
人
）

・
～
タ
ロ
 
 
フ
ヨ
タ
ロ
（
怠
け
者
）
・
ネ
タ
ロ
ー
（
寝
坊
）

。
～
サ
ク
 
 
ト
ロ
サ
ク
（
間
抜
け
）
・
オ
ー
ギ
。
ー
サ
ク
（
誇
大
家
）

。
～
ス
ケ
 
 
ノ
ミ
ス
ケ
（
大
酒
家
）
・
ト
ロ
ス
ケ
（
間
抜
け
）

。
～
コ
ー
 
 
コ
ー
ン
ナ
 
ジ
ー
コ
ー
（
こ
の
爺
め
）

。
～
ド
ー
 
 
ア
ン
パ
ク
ド
、
1
（
腕
白
め
）

・
～
メ
 
 
 
コ
ン
ナ
 
ゲ
ド
サ
レ
メ
（
こ
の
奴
め
）

。
ク
ソ
～
・
～
ク
ソ
 
 
ク
ソ
ゲ
ド
ー
（
こ
の
生
め
）
・
メ
ッ
タ
ク
ソ
ニ

（
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め
っ
た
に
）

 
。
ク
サ
レ
～
・
～
ク
サ
レ
 
 
ク
サ
レ
ダ
ェ
ー
ク
（
下
手
な
大
工
）
・
イ
ジ
ク

 
 
サ
レ
（
根
性
の
汚
い
者
）

そ
の
一
部
を
取
上
げ
て
も
こ
の
よ
う
に
多
様
で
あ
っ
て
、
漁
業
区
の
男
性
語
と

し
て
栄
え
て
い
る
。
卑
罵
の
接
辞
と
言
う
よ
り
は
、
誇
張
・
強
勢
の
辞
と
言
う

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
尊
敬
の
接
辞
に
単
純
化
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し

て
、
こ
こ
に
は
新
造
、
多
様
化
の
勢
が
見
ら
れ
る
。

2
 
詞
に
よ
る
待
遇
法

 
2
・
1
・
0
 
動
詞
に
よ
る
待
遇
表
現

 
動
詞
に
よ
っ
て
待
遇
品
位
を
言
い
分
け
る
こ
と
は
、
特
定
の
語
詞
に
の
み
行

わ
れ
る
こ
と
で
、
辞
に
よ
る
も
の
ほ
ど
に
一
般
的
で
は
な
い
。
こ
の
中
で
、
授

受
に
関
し
て
は
敬
語
動
詞
が
よ
く
働
い
て
い
る
。

 
2
・
1
・
1
 
授
受
に
関
す
る
動
詞

 
会
話
の
相
手
お
よ
び
話
題
の
主
の
〃
授
〃
は
、
尊
敬
動
詞
ツ
カ
サ
ル
・
ク

ダ
サ
ル
・
ク
シ
ャ
ル
・
オ
ク
レ
ル
で
示
し
、
話
者
の
〃
与
”
は
謙
譲
動
詞
ア
ゲ
ル

・
マ
セ
ル
で
言
う
σ
話
者
の
〃
受
”
を
言
う
謙
譲
動
詞
イ
タ
ダ
ク
・
チ
ョ
ー
ダ

ェ
ー
ス
ル
に
対
応
す
る
尊
敬
動
詞
は
な
い
。
普
通
動
詞
の
モ
ラ
ウ
に
対
す
る
語

は
ヤ
ル
で
あ
ろ
う
が
、
ヤ
ル
に
は
や
や
尊
大
の
気
分
が
感
じ
ら
れ
る
。
授
受

に
関
す
る
動
詞
で
は
ツ
カ
サ
ル
の
頻
度
が
高
く
、
殊
に
命
令
表
現
に
は
、

ツ
カ
サ
ェ
エ
、
ツ
カ
ェ
エ
、
ツ
カ
ー
サ
ェ
エ
、
ツ
カ
ー
レ
、
お
よ
び
マ
ス
を
伴

っ
た
ツ
カ
サ
ェ
ー
マ
セ
㍉
ツ
カ
サ
ン
セ
な
ど
の
様
々
の
形
が
栄
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
授
受
に
関
す
る
動
詞
に
お
い
て
は
、
 
「
コ
ー
チ
 
ツ
カ
サ
ン
セ
ー

ノ
。
 
（
買
っ
て
下
さ
い
な
。
）
」
．
の
よ
う
に
、
助
詞
テ
に
終
る
話
部
に
続
け
て

言
う
こ
と
も
多
い
。

 
・
コ
ン
タ
ニ
 
 
マ
シ
ョ
ー
。
 
 
お
前
に
上
げ
よ
う
。
 
（
老
舌
↓
孫
）

こ
れ
は
農
業
区
山
田
の
、
八
十
を
越
え
た
老
人
が
、
孫
に
お
菓
子
を
与
え
た
時

の
こ
と
ば
で
あ
る
。
今
は
老
人
に
ご
く
稀
に
聞
く
こ
と
が
あ
る
程
度
で
、
忘
れ

ら
れ
て
い
く
こ
と
ば
の
よ
う
で
あ
る
。
他
の
授
受
の
動
詞
の
よ
う
に
、
助
詞
テ

に
終
る
話
部
に
続
け
る
用
法
も
な
い
。
授
受
の
動
詞
は
常
に
二
者
聞
の
待
遇
関

係
を
示
す
点
で
特
異
で
あ
る
。

 
2
・
1
・
2
 
そ
の
他
の
尊
卑
動
詞

 
。
オ
イ
デ
ル
・
ミ
エ
ル
・
ゴ
ザ
ル
・
ジ
ャ
ー
ル

「
来
る
」
の
敬
語
動
詞
で
あ
る
。
ミ
エ
ル
は
オ
イ
デ
ル
よ
り
や
や
敬
意
が
軽

い
。
ゴ
ザ
ル
は
今
日
は
用
い
ら
れ
な
い
が
、
老
人
は
子
供
の
頃
、
 
「
ヨ
ー
 
ゴ

ザ
ッ
タ
 
ノ
。
」
 
「
ヨ
ー
 
ゴ
ダ
ン
サ
ェ
エ
タ
 
ノ
。
」
と
、
客
を
迎
え
た
祖

母
が
よ
く
言
っ
た
と
教
示
し
た
。
ジ
ャ
ー
ル
も
ご
く
稀
に
し
か
聞
か
れ
な
い
。

「
コ
ッ
チ
ー
 
ジ
ャ
ー
レ
 
ノ
。
 
（
こ
っ
ち
に
お
い
で
よ
。
）
」
と
、
山
田
地

区
の
古
老
は
妻
を
呼
ん
だ
が
、
他
人
に
は
使
え
な
い
と
言
う
。
 
「
お
り
ゃ
る
」

を
出
自
と
す
る
、
ご
く
軽
い
敬
語
で
あ
ろ
う
か
。

 
。
オ
シ
ラ
レ
ル
（
オ
シ
ラ
エ
ル
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

「
仰
せ
ら
れ
る
」
で
あ
ろ
う
。
「
オ
ー
セ
ラ
レ
マ
シ
タ
 
カ
。
」
と
言
え
ば
更
に
て

い
ね
い
で
あ
る
。

 
・
ゴ
ロ
ー
ジ
マ
ス
（
御
覧
に
な
る
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

「
シ
ン
ブ
ン
ゴ
ロ
ー
ジ
マ
シ
タ
 
カ
。
」
「
キ
イ
テ
 
ゴ
ロ
ー
ジ
マ
セ
。
」
な
ど

は
稀
に
老
人
に
聞
か
れ
る
。
老
人
死
去
の
悔
み
を
受
け
た
時
の
謝
辞
の
中
で
、

「
…
、
ゴ
ロ
ー
ジ
マ
セ
、
オ
セ
ワ
ニ
ナ
リ
ヨ
リ
マ
シ
タ
ガ
…
…
。
（
…
…
、
ま
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あ
御
覧
下
さ
い
ま
し
、
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
…
…
。
）
」
と
間
投
詞

風
に
用
い
る
こ
と
は
中
年
以
上
の
者
に
行
わ
れ
て
い
る
。

 
 
。
オ
ヨ
ル
・
オ
シ
ズ
マ
ル
・
オ
ヤ
ス
ミ
ニ
ナ
ル

 
「
寝
る
」
の
尊
敬
語
。
オ
ヨ
ル
・
オ
シ
ズ
マ
ル
は
今
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な

い
。

 
 
。
オ
ヒ
ニ
ナ
ル
 
 
（
お
目
覚
め
に
な
る
）

 
 
古
老
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
語
。
今
は
用
い
ら
れ
な
い
。

 
 
。
ア
ガ
ル
・
オ
ア
ガ
ル
 
 
「
食
べ
る
」
の
尊
敬
語

 
 
。
イ
タ
ダ
ク
 
 
 
「
食
べ
る
」
の
謙
譲
語

・
卑
罵
の
動
詞
と
し
て
は
、
ヌ
カ
ス
（
言
い
や
が
る
）
を
聞
く
程
度
で
あ
る
。
敬

辞
・
卑
辞
を
添
え
て
尊
卑
を
表
現
す
る
こ
と
が
今
も
栄
え
て
い
る
の
と
対
比
的

に
、
尊
卑
動
詞
は
む
し
ろ
衰
え
て
い
く
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。

 
2
・
2
・
0
 
待
遇
表
現
上
の
特
殊
名
詞

 
人
を
あ
ら
わ
す
名
詞
に
は
、
 
「
奥
様
」
 
「
お
か
み
さ
ん
」
の
よ
う
に
、
そ
れ

ぞ
れ
待
遇
品
位
を
持
っ
た
名
詞
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
待
遇
表
現
上
の
特
殊
名
詞

と
呼
ぶ
。
さ
き
の
接
辞
の
場
合
と
同
じ
く
、
名
詞
に
お
い
て
も
、
尊
敬
の
方
向

に
は
衰
え
、
雲
雨
の
方
向
に
は
栄
え
て
い
る
。

 
 
・
ダ
ン
ナ
サ
マ
↓
ダ
ン
サ
マ
↓
ダ
ン
ダ
ン
 
 
か
っ
て
は
士
族
・
旧
家
の

 
 
主
人
の
称
で
あ
っ
た
。
今
日
で
も
成
人
男
子
の
尊
称
と
し
て
用
い
る
人
も

 
 
あ
る
。
ダ
ン
ダ
ン
は
第
三
者
敬
語
で
あ
っ
て
、
相
手
に
対
し
て
は
言
わ
な

 
 
 
い
。

 
 
・
タ
ェ
エ
シ
ョ
ー
 
 
ダ
ン
サ
マ
よ
り
低
い
。

山
口
県
萩
市
方
言
の
待
遇
表
現
法

 
・
オ
ー
ラ
サ
マ
 
 
旧
士
族
の
夫
人
の
呼
称
。
こ
の
語
を
記
憶
し
て
い
る
老

 
 
人
も
稀
で
あ
る
。
 
「
お
裏
様
」
で
あ
ろ
う
か
。

 
。
オ
カ
ッ
サ
マ
 
「
お
方
様
」
旧
士
族
の
夫
人
を
言
う
。
今
日
は
用
い
な
い
。

 
。
オ
カ
ミ
 
 
酒
屋
な
ど
の
妻
女
を
言
う
。
ダ
ン
サ
マ
↑
↓
オ
カ
ッ
サ
マ

 
 
タ
ェ
エ
シ
ョ
ー
↑
↓
オ
カ
ミ
と
対
応
す
る
。

 
・
オ
ゴ
ー
サ
マ
 
 
商
家
の
妻
女
の
尊
称
で
あ
っ
た
と
言
う
。

 
。
ア
ッ
刈
イ
サ
マ
 
 
幼
児
語
。
明
治
の
頃
に
は
士
族
の
妻
女
を
子
供
は
こ

 
 
う
呼
ん
で
い
た
。
 
「
き
れ
い
な
お
ば
様
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

 
。
オ
ヘ
ヤ
サ
マ
 
 
未
亡
人

 
。
ゴ
ー
サ
マ
↓
ゴ
ー
サ
↓
ゴ
ー
ゴ
ー
 
 
お
嬢
様

 
。
ダ
ン
ボ
ー
サ
マ
・
ボ
チ
サ
マ
 
 
坊
ち
ゃ
ま

こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
忘
れ
ら
れ
て
「
お
く
さ
ん
」
 
「
お
嬢
さ
ん
」
な
ど
が
こ

れ
に
変
る
で
あ
ろ
う
。

 
2
・
2
・
2
 
卑
罵
の
名
詞

 
尊
称
名
詞
が
身
分
に
関
す
る
詞
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
卑
罵
の
名
詞
は
人
の

性
行
を
評
す
る
語
に
栄
え
て
い
る
。
そ
の
一
端
を
見
て
も
、
ジ
ラ
モ
ノ
（
わ
か

ら
ず
屋
）
・
へ
到
パ
リ
（
見
栄
坊
）
・
ゲ
倒
1
（
外
道
。
罵
倒
語
）
ニ
ェ
副

、1

i
入
道
。
罵
倒
語
）
ゲ
ブ
（
下
卑
。
い
や
し
い
奴
）
・
カ
ッ
シ
ャ
バ
ー
コ
（

性
悪
婆
）
・
ス
レ
ガ
ラ
ス
（
す
れ
っ
か
ら
し
）
等
々
、
多
種
多
様
で
あ
る
。
漢

語
あ
り
和
語
あ
り
擬
態
語
あ
り
比
喩
表
現
あ
り
と
い
っ
た
、
い
か
に
も
活
澱
自

由
な
造
語
法
に
注
目
す
る
時
、
今
後
の
新
た
な
造
語
も
、
期
待
さ
れ
る
分
野
で

あ
る
。
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ハ
∠
・
リ
ム
・
り
0

人
称
代
名
詞
語
彙
の
体
系

称人一称人二称人三

ア
タ
ク
シ

ア
タ
ク
シ
ラ

ア
刻

ア
ノ
カ
タ

コ
ノ
カ
タ

ア
到

ア
タ
ェ
イ

ア
タ
シ
ラ

ア
タ
ェ
エ
ラ

ア
タ
シ
ド
モ

ア
ン
タ

オ
ー
チ

オ
ウ
チ
ラ

ア
ノ
シ
ュ
ー

ウ
列

ウ
チ
ャ
i

ウ
チ
ャ
ー
ラ

コ
濁

ア
ナ
ジ
ョ

ア
ノ
ニ
ン
ゲ
ン
ラ
ー

コ
ナ
ジ
ョ

コ
ナ
ジ
ョ
ー
ラ

ア
シア

シ
ラ
i

オ
マ
エ

ア
ェ
エ
i

ア
則

コ
レ

コ
ン
ナ

コ
ン
ナ
ラ

オ
レ

'
オ
引

オ
引
ラ

オ
圃
マ

オ
司
マ

オ
ノ
シ

オ
ン
シ

オ
ノ
レ

オ
ド
レ

キ
サ
マ

ア
刷
ツ

コ
劃
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表
示
し
た
一
人
称
代
名
詞
の
待
遇
体
系
は
下
へ
む
か
っ
て
〃
つ
つ
し
み
”
か

ら
〃
た
か
ぶ
り
〃
へ
と
移
り
、
二
、
三
人
称
代
名
詞
で
は
〃
見
上
げ
”
か
ら
．

〃
見
下
げ
”
へ
の
系
列
を
な
し
て
い
る
。
ア
タ
シ
ラ
な
ど
の
ラ
は
複
数
を
示
す

こ
と
も
あ
る
が
、
娩
曲
表
現
の
接
辞
と
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
三
人
称
の

ア
レ
は
「
オ
ー
カ
タ
 
ア
レ
ワ
 
キ
テ
ジ
ヤ
ロ
ー
。
 
（
大
方
あ
の
人
は
見
え
る

 
 
 

だ
ろ
う
）
」
の
よ
う
に
「
テ
」
敬
語
と
呼
応
し
て
も
用
い
ら
れ
、
共
通
語
に

．お

ｯ
る
よ
り
は
品
位
の
高
い
点
に
注
目
さ
れ
る
。

3
 
待
遇
表
現
上
の
特
殊
文

 
3
・
1
応
答
文

 
問
い
に
応
じ
て
諾
否
を
言
う
こ
と
ば
は
、
多
く
は
一
語
文
と
い
う
特
殊
な
形

態
を
と
り
、
か
つ
そ
の
音
相
に
待
遇
品
位
を
託
す
点
に
特
殊
が
認
め
ら
れ
る
。



ハ
イ
の
類
を
て
い
ね
い
か
ら
ぞ
ん
ざ
い
へ
の
順
に
並
べ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ

る
。 

ハ
イ
↓
ハ
ー
ン
↓
ア
ー
（
ア
ー
ア
i
）
↓
オ
i
（
オ
ー
オ
ー
）
↓
ウ
ン

 
ウ
ン
は
子
供
こ
と
ば
で
あ
る
。
一
方
、
否
定
表
現
で
は
、
遠
慮
の
あ
る
相
手

に
対
し
て
は
、
 
「
ハ
 
イ
ー
エ
」
と
、
ま
ず
軽
く
受
け
て
後
に
否
定
す
る
。

 
ハ
 
イ
ー
エ
↓
イ
ー
エ
 
ノ
i
↓
イ
ー
エ
↓
イ
ー
ヤ
↓
ウ
ン
ナ

 
イ
劃
 
刻
一
は
文
末
詞
を
添
え
て
品
位
を
高
め
た
も
の
で
あ
る
。
否
定
の

表
現
に
は
肯
定
の
場
合
よ
り
一
段
の
配
慮
が
認
め
ら
れ
る
。
聞
き
返
し
文
や
た

め
ら
い
返
事
の
文
も
広
義
の
応
答
文
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

 
ヤ
ー
ッ
↓
エ
ー
ッ
 
は
同
年
者
以
下
へ
の
聞
き
返
し
で
あ
る
が
、
疑
問
詞

で
問
い
返
す
時
に
は
、
ナ
ン
 
ノ
ー
↓
ナ
ニ
 
ヤ
ー
↓
ナ
ニ
 
エ
ッ
 
の

系
列
が
あ
る
。
副
方
、
た
め
ら
い
の
返
事
に
は
、
サ
ー
 
ノ
ナ
タ
↓
サ
ー
ノ

ー
↓
サ
ー
 
の
系
列
が
あ
る
。

 
肯
定
の
応
答
文
は
文
末
詞
を
と
ら
な
い
が
、
そ
の
他
の
応
答
文
で
は
文
末
詞

が
文
の
待
遇
品
位
を
き
め
る
こ
と
も
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
3
・
2
 
呼
び
か
け
文

 
萩
市
方
言
に
お
け
る
呼
び
か
け
文
に
は
、
ア
ノ
類
・
コ
リ
（
ク
リ
）
類
・
ヨ

ー
類
…
・
オ
イ
類
が
あ
る
。
ア
ノ
 
ノ
ナ
タ
↓
ア
ノ
 
ノ
ン
タ
↓
ア
ノ
 
7
ー

ハ
ン
は
女
性
が
よ
く
用
い
る
。
呼
び
か
け
文
で
は
敬
意
の
高
い
も
の
で
あ
る
。

コ
リ
 
サ
ン
セ
・
ク
リ
 
サ
ン
セ
↓
コ
リ
 
サ
ェ
ェ
・
ク
リ
 
サ
ェ
エ
が
こ
れ

に
続
く
。
越
が
浜
で
は
、
妻
が
夫
に
呼
掛
け
る
時
に
も
、
青
年
が
老
人
に
声
を

か
け
る
時
に
も
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
市
街
地
で
は
次
第
に
聞
か
れ
な

く
な
っ
て
い
る
。
本
来
は
尊
敬
助
動
詞
で
あ
る
サ
ン
セ
・
サ
ェ
エ
が
特
異
な

山
口
県
萩
市
方
言
の
待
遇
表
現
法

接
続
で
訴
え
か
け
に
働
い
て
い
る
。
転
成
の
文
末
詞
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

文
末
詞
チ
ャ
の
続
い
た
ク
リ
チ
ャ
ク
リ
チ
ャ
（
こ
れ
っ
て
ば
く
）
の
品
位
は

ず
っ
と
下
っ
て
目
下
へ
の
呼
び
か
け
文
と
な
る
。
オ
イ
チ
ャ
オ
イ
チ
ャ
の
品
位

は
更
に
低
く
、
同
年
以
下
の
者
へ
の
男
性
の
呼
び
か
け
文
で
あ
る
。
女
性
の
呼

び
か
け
文
で
あ
る
、
ヨ
ー
 
ウ
チ
ャ
ー
ガ
 
ノ
ー
 
ハ
ー
の
品
位
は
、
ア
ノ

ノ
ー
 
ハ
ン
に
続
い
て
い
る
。

 
3
・
3
 
文
末
詞
・
間
投
詞
に
よ
る
待
遇
文

 
呼
び
か
け
文
や
否
定
的
返
事
文
の
場
合
に
、
文
末
詞
が
そ
の
待
遇
品
位
に
大

き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
今
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
文
末
詞
に

よ
っ
て
文
の
待
遇
を
示
す
こ
と
は
、
特
殊
文
に
限
ら
な
い
。
い
な
む
し
ろ
、
日

常
会
話
に
お
い
て
は
最
も
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
待
遇
表
現
法
で
あ
る
。
 
「
入
っ

て
い
る
の
か
」
と
同
じ
こ
と
を
聞
い
て
も
、
 
「
ハ
イ
リ
ヨ
ル
 
ソ
カ
」
よ
り
、

「
ハ
イ
リ
ヨ
ル
 
ソ
カ
ヤ
」
は
や
や
〃
て
い
ね
い
”
で
あ
り
、
「
ハ
イ
リ
ヨ

ル
 
ソ
カ
ノ
」
は
更
に
も
う
少
し
〃
て
い
ね
い
”
で
あ
る
。
さ
て
こ
と
ば
が
長

く
続
く
場
合
、
人
は
文
の
途
中
で
も
訴
え
か
け
よ
う
と
す
る
。

 
。
ガ
ッ
コ
ー
デ
 
ノ
ン
タ
 
ヒ
ョ
ー
ジ
ュ
ン
ゴ
オ
 
オ
シ
エ
マ
シ
ョ
ー
。

 
 
ソ
レ
デ
 
ノ
ン
タ
…
…
。
 
 
 
（
老
男
↓
）

問
投
詞
ノ
ン
タ
で
文
の
待
遇
品
位
は
早
く
も
決
定
さ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
、

「
オ
シ
エ
マ
シ
ョ
ー
」
の
丁
寧
述
部
が
導
か
れ
る
。
方
言
待
遇
法
に
お
い
て
、

文
末
詞
、
間
投
詞
に
よ
る
待
遇
法
は
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

 
3
・
4
 
挨
拶
文
に
お
け
る
待
遇
表
現

 
挨
拶
こ
と
ば
、
す
な
わ
ち
挨
拶
文
は
、
長
い
伝
統
に
支
え
ら
れ
て
一
つ
の
型

と
な
っ
て
い
る
。
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。
ゴ
ト
ー
ケ
ニ
ャ
ー
 
ゴ
ロ
ヨ
ジ
ン
ガ
 
ゴ
ゼ
ン
カ
イ
 
デ
キ
マ
セ
ン
デ

ホ
ン
ト
ニ
 
オ
タ
ェ
エ
ガ
タ
イ
 
コ
ト
デ
、
ゴ
ザ
イ
マ
ス
。
 
御
当
家
に

は
御
老
人
の
御
全
快
が
叶
い
ま
せ
ん
で
お
い
た
わ
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。。

ナ
ガ
イ
 
コ
ト
 
オ
セ
ワ
ニ
ナ
リ
ヨ
リ
マ
シ
タ
ガ
 
ゴ
ロ
ー
ジ
マ
セ

 
 
ノ
ー
 
ト
ー
ト
ー
 
ナ
ェ
ー
ミ
ニ
 
ナ
リ
マ
シ
タ
。
 
 
長
ら
く
お
世
話

 
 
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ま
あ
、
こ
の
有
様
で
ご
ざ
い
ま
す
、
と
う

 
 
く
亡
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
老
人
の
死
を
悼
む
挨
拶
と
そ
の
謝
辞
で
あ
る
が
、
〃
て
い
ね
い
”
表
現

の
代
表
的
な
も
の
と
言
え
よ
う
。
〃
て
い
ね
い
”
意
識
の
下
に
・
一
語
一
語
が
選

ば
れ
て
い
る
。
 
一
般
に
、
挨
拶
に
は
古
語
や
漢
語
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
こ
れ
も
あ
ら
た
ま
っ
て
て
い
ね
い
に
言
お
う
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
か

し
、
挨
拶
の
世
界
に
も
当
然
変
遷
は
見
ら
れ
る
。
先
に
も
あ
げ
た
、
「
オ
ヒ
ニ
ナ
リ

マ
シ
タ
 
カ
」
や
、
「
オ
ヨ
リ
ナ
サ
ン
セ
」
も
今
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
な
い
。
ま

た
、
あ
や
ま
っ
て
人
の
足
を
踏
ん
だ
古
老
は
、
思
わ
ず
「
ア
ー
 
メ
ン
タ
シ
」

と
叫
ん
だ
が
、
若
い
人
々
に
は
も
は
や
理
解
出
来
な
い
挨
拶
だ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
感
謝
の
意
の
「
め
で
た
し
」
が
、
詫
び
の
こ
と
ば
と
し
て
残
存
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。

む
 
す
 
び

 
む
す
び
1
 
待
遇
意
識
を
支
え
る
も
の
．

 
萩
方
言
の
待
遇
法
を
総
覧
し
て
〃
て
い
ね
い
”
法
が
栄
え
て
い
る
こ
と
を
一

特
質
と
し
て
取
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
人
々
は
こ
の
多
様
な
〃
て
い
ね
い
”

表
現
を
、
何
を
基
準
に
え
ら
び
用
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
数
十
年
前
ま
で
．
は
、
身
分
意
識
に
よ
っ
て
待
遇
表
現
を
え
ら
ぶ
こ
と
も
か
な

り
あ
っ
た
。
「
子
供
の
頃
は
両
親
を
ト
ト
、
カ
カ
と
呼
ん
だ
。
オ
ト
ト
、
濃
口
カ

と
呼
ぶ
家
は
き
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
他
の
家
で
オ
ト
ト
、
オ
カ
カ
と
呼
ば
せ
れ

ば
、
笑
い
も
の
に
さ
れ
た
。
」
と
い
う
、
老
人
の
昔
語
り
は
そ
の
こ
と
を
よ
く

伝
え
て
い
る
。
「
今
日
で
は
ど
の
家
も
ト
ー
チ
ャ
ン
、
カ
ー
チ
ャ
ン
だ
。
」
と

言
う
よ
う
に
、
身
分
意
識
は
も
は
や
待
遇
法
を
支
え
る
も
の
で
は
な
い
。
尊
称

名
詞
の
ほ
と
ん
ど
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

 
土
地
人
は
ま
た
、
 
「
老
人
に
は
…
と
言
い
、
年
下
の
者
に
は
…
と
言
う
。
」

と
教
示
し
、
 
「
他
所
か
ら
見
え
た
方
に
は
そ
ん
な
こ
之
ば
は
使
い
ま
せ
ん
。
」

と
も
言
う
。
中
年
以
上
の
人
々
に
お
い
て
は
、
待
遇
意
識
を
支
え
る
も
の
は

〃
．
長
幼
の
わ
き
ま
え
”
と
〃
場
の
わ
き
ま
え
”
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

方
言
の
待
遇
表
現
で
は
、
話
題
の
主
を
遇
す
る
表
現
は
し
ば
く
揺
れ
る

が
、
こ
れ
も
〃
場
の
わ
き
ま
え
”
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
外
来
者
に
は

「
タ
ナ
カ
セ
ン
セ
ー
ガ
 
イ
ワ
レ
マ
シ
タ
。
」
と
語
っ
て
も
、
土
地
人
の
間
で
は

「
タ
ナ
カ
セ
ン
セ
ー
ガ
 
ユ
！
チ
ャ
ッ
タ
。
」
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

自
己
の
両
親
や
祖
父
母
の
こ
と
を
他
人
に
語
る
の
に
「
ネ
チ
ョ
ッ
テ
。
」
 
（
寝

と
ら
れ
る
。
）
 
「
イ
キ
ヤ
ー
ル
。
 
（
行
か
れ
る
。
）
」
の
よ
う
に
、
軽
い
敬
辞

を
そ
え
て
言
う
こ
と
も
多
い
。
こ
れ
ら
は
、
相
手
中
心
の
待
遇
表
現
で
あ
る
こ

と
、
す
な
わ
ち
会
話
の
場
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
第
三

者
を
待
遇
す
る
意
識
よ
り
も
、
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
く
〃
て
い
ね
い
”
に
言
お

う
と
す
る
意
識
が
強
く
働
く
の
で
あ
ろ
う
。

 
〃
長
幼
の
わ
き
ま
え
”
と
〃
場
の
わ
き
ま
え
”
は
、
今
日
、
都
会
の
若
い
人

々
に
は
忘
れ
ら
れ
て
行
く
か
に
見
え
る
。
日
本
語
待
遇
表
現
法
の
世
界
に
、
そ
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れ
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

 
む
す
び
 
2
 
待
遇
法
体
系
の
比
較
考
察

 
 
 
 
 
 
t
日
本
語
方
言
待
遇
法
の
体
系
を
求
め
て
一

 
唄
方
言
社
会
の
待
遇
法
は
、
そ
こ
に
独
自
の
体
系
を
持
つ
と
と
も
に
、
近
隣

諸
方
言
社
会
の
そ
れ
と
も
深
く
か
か
わ
っ
て
、
日
本
語
方
言
待
遇
法
の
体
系
を

形
成
し
て
い
る
。
萩
市
方
言
の
待
遇
法
が
、
石
見
、
周
防
の
そ
れ
と
密
接
な
関

係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
る
が
、
海
を
は
さ
ん
で
中
国
方
言
に

連
る
北
九
州
方
言
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
こ
と
も
、
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
今
、
助
詞
、
助
動
詞
の
働
き
の
注
目
さ
れ
る
待
遇
法
を
取
上
げ
て
、
北

 
 
 
 
 
 
し
ま
ご
う

九
州
市
若
松
区
島
郷
-
響
灘
を
は
さ
ん
で
長
門
地
方
に
対
し
て
い
る
一
の

そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
 
 
助
詞
・
助
動
詞
の
働
き
の
注
目
さ
れ
る
待
遇
法

山
口
県
萩
市
（
長
門
）

ナ
サ
レ
マ
ス
↓
ナ
サ
イ
マ
ス
↓
ナ

サ
ン
ス
↓
ン
サ
ン
ス
↓
サ
ン
ス

ン
サ
レ
ル
・
ン
サ
ェ
エ
ル
↓
サ
レ

ル
・
サ
ェ
エ
ル
・
サ
ル

レ
ル
。
エ
ル
・
ラ
レ
ル
・
ラ
エ
ル

福
岡
県
北
九
州
市
若
松
区
島
郷

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
筑
前
）

ナ
サ
イ
マ
ス
（
稀
）
↓
ナ
ス

ナ
サ
ル
↓
ナ
ハ
ル
↓
ナ
ル

川
ル
・
図
ル
・
ラ
川
ル
・
ラ
図
ル

ヤi

ル

 
稀
）

ツ

シ
ヤ

ル

サ
ツ

シ

ヤ

ル

フ

ツ

シ

咽
ル

オ
～
マ
ス
・
ゴ
～
マ
ス

テ
デ
ア
リ
マ
ス

テ
ジ
ャ
・
テ
ヤ
ッ
タ
↓
チ
ャ
ッ
タ

テ
オ
イ
デ
ル
（
尊
敬
継
続
態
）

テ
終
止
法

テ
＋
ノ
＋
名
詞
〈
ユ
ー
テ
ノ
 
コ

ト
 
言
わ
れ
る
こ
と
〉

二
敬
語

ノ
と
か
の
敬
卑
に
よ
る
使
い
分
け

は
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ゴ
ザ
リ
マ
ス
↓
ゴ
ザ
イ
マ
ス
・
ゴ

ザ
ェ
エ
マ
ス
↓
ゴ
ザ
ン
ス
・
ゴ
ワ

ン
ス

テ
デ
ス

テ
ジ
ャ
・
テ
ヤ
ッ
タ
↓
チ
ャ
ッ
タ

テ
ア
ル
（
尊
敬
継
続
態
）

（
テ
オ
イ
デ
ル
よ
り
敬
意
は
低
い
。
）

テ
終
止
法

二
敬
語

格
助
詞
ノ
は
か
よ
り
待
遇
品
位
が
高

い
。
（
老
）

老ン1スゴ
）ス↓ザ
き舞1も

委鴨孟
とゴ女苛
ぎ1謳当

スス・ザ
薯突言1二
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山
口
県
萩
市
方
言
の
待
遇
表
現
法



し

ア
リ
マ
ス
↓
ア
ン
ス
↓
ヤ
ン
ス

デ
ス
（
青
少
年
の
み
に
用
い
ら
れ

る
。
）

副
ス

刻
ス
（
全
年
層
に
さ
か
ん
で
あ
る
。
）

マ
ッ
ス
ル
（
老
）
・
マ
ス

 
両
体
系
は
よ
く
似
て
い
な
が
ら
、
し
か
も
ナ
サ
ル
敬
辞
に
も
マ
ス
敬
辞
に

も
、
そ
れ
ぞ
れ
中
国
色
、
九
州
色
を
は
っ
き
り
と
見
せ
て
い
る
。
待
遇
体
系
全

体
に
こ
う
し
た
比
較
考
察
を
行
う
時
、
更
に
多
く
の
こ
と
が
明
か
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
全
日
本
語
方
言
待
遇
法
体
系
の
考
察
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
方
言
待
遇
法

体
系
の
比
較
・
考
察
に
よ
っ
て
進
め
る
こ
と
も
出
来
よ
う
か
。

 
 
 
 
X
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
×

 
対
象
を
唄
小
方
言
に
限
っ
て
も
、
待
遇
法
体
系
の
考
察
は
、
か
な
り
に
大
き

な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
小
稿
で
は
考
察
の
視
点
を
全
般
に
見
渡
し
て
取
上
げ
よ

う
と
し
た
。
各
表
現
法
の
詳
細
な
考
察
、
お
よ
び
農
業
区
、
漁
業
区
、
市
街
区

の
方
言
差
、
中
・
老
年
者
と
青
少
年
の
方
言
差
と
い
っ
た
、
位
相
上
の
諸
問
題

の
考
察
な
ど
、
多
く
の
こ
と
が
今
後
に
残
っ
て
い
る
。

 
お
わ
り
に
、
常
に
懇
切
な
御
指
導
を
賜
っ
た
藤
原
先
生
、
そ
れ
か
ら
、
快
く

調
査
に
応
じ
て
下
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

の
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